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大阪大学ではこれらの対策の一環として，精神衛生面のスクリーニングの目的で UPI (University 
Personality Inventry) および SCT (Sentence Completi on Test) を施行している。より簡便な




















16.0%であるのに比し，精神障害学生のそれは41. 7% と有意に多かった。またこの UPI と SCTの併









り 2 年以上留年と判別精度はあがった。以上のことから，質問紙法である UPI に投影性を持つ SCT
を加えた相補的検討が有効で、あると思われた。
〔総括〕





明らかに異り， UPI と SCTの併用でその判別の精度は高め得るものと思われる。さらにこの留年の
分析から，両テストは質的に異った構造を解析する方法であることも一層明確となった。








(UPI (University Personality Inventry) ・ SCT (Sentence Completion Test) >の有用性に
ついて，総合的な検討を行ったO その結果， UPI, SCT ともに精神的不健康学生の予知に有用で、ある
こと，さらにより簡便な UPI については，その予測基準を明確にするとともに，従来からある程度の
判定基準が得られている SCT との併用で，その予知精度を高め得ることを明らかにした。また，こ
の両テストは質的に異なった構造を解析する方法であることを一層明確にしたもので，学位論文とし
て十分価値あるものと認める。
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